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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年７月期第３四半期 4,380 14.5 360 55.4 386 64.4 309 69.3

2022年７月期第３四半期 3,824 △1.2 231 △36.1 235 △33.5 182 △40.7

（注）包括利益 2023年７月期第３四半期 309百万円（69.3％） 2022年７月期第３四半期 182百万円（△40.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年７月期第３四半期 20.50 19.76

2022年７月期第３四半期 12.23 12.02

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年７月期第３四半期 11,834 4,840 40.2 304.00

2022年７月期 9,538 4,481 46.2 294.43

（参考）自己資本 2023年７月期第３四半期 4,759百万円 2022年７月期 4,403百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年７月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2023年７月期 － 0.00 －

2023年７月期（予想） 7.00 7.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,858 11.7 428 36.4 416 31.0 320 25.5 21.36

１．2023年７月期第３四半期の連結業績（2022年８月１日～2023年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年７月期の連結業績予想（2022年８月１日～2023年７月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年７月期３Ｑ 15,672,849株 2022年７月期 14,972,849株

②  期末自己株式数 2023年７月期３Ｑ 17,415株 2022年７月期 16,802株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年７月期３Ｑ 15,070,845株 2022年７月期３Ｑ 14,923,146株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

※  会計基準の改定に伴う会計方針の変更につきましては、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記
（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による社会活動の制限が徐々に緩

和され、経済活動の正常化が進んだことにより回復傾向にあるものの、ウクライナ情勢の長期化に伴う資源・エネ

ルギー価格の高騰、世界的な金融引き締め政策等により、依然として先行きの不透明な状況が続いております。

国内建設市場におきましては、国土強靭化計画のインフラ対策等を背景とする公共投資は堅調に推移しており、

東京都における上・下水道設備の建設につきましても、老朽化施設の更新・耐震化、災害対策の需要から工事の発

注が継続して行われました一方、建設資材価格の高騰や建設労働者不足の問題が深刻化しており、厳しい経営環境

が続いております。

このような状況の中、当社グループの主力の建設事業におきましては、生産性の向上を図るべく、施工期間の短

縮及びコスト削減等に努めるとともに、主体である上・下水道工事に加え港湾・河川工事、舗装工事等の受注にも

力を入れて取り組んでまいりました。

不動産事業等におきましては、賃貸不動産物件等の販売活動を強化するとともに、立地や価格等を厳選した新規

収益物件取得にも注力いたしました。また、ＯＬＹ機材リース事業につきましては、施工事例が全国へと広がる

中、東日本を主体とした営業活動を展開するとともに、西日本エリアへの進出となる名古屋ＯＬＹ営業所の開設準

備も進めてまいりました。

通信関連事業におきましては、主業務である電気通信所内設備の運用・保守業務、開通工事業務の受注量増加を

目指し、新規案件の開拓に注力いたしました。

その他事業におけるクローゼットレンタル事業におきましては、施設の稼働率向上に向けた、営業活動に取り組

んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,380,520千円（前年同期比14.5％増）、営業利益は360,534

千円（前年同期比55.4％増）、経常利益は386,512千円（前年同期比64.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は309,006千円（前年同期比69.3％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（建設事業）

　建設事業におきましては、受注高3,578,696千円（前年同期比19.6％減）、売上高3,171,540千円（前年同期比

23.6％増）、セグメント利益（営業利益）159,814千円（前年同期比71.1％増）となりました。

（不動産事業等）

　不動産事業等におきましては、不動産物件の賃貸収入、ＯＬＹ機材のリース販売等により、売上高957,789千

円（前年同期比6.1％減）、セグメント利益（営業利益）170,568千円（前年同期比51.8％増）となりました。

（通信関連事業）

　通信関連事業におきましては、ＮＴＴ局内の通信回線の保守・管理業務等により、売上高265,910千円（前年

同期比7.6％増）、セグメント利益（営業利益）37,304千円（前年同期比43.3％増）となりました。

（その他）

　その他事業におきましては、クローゼットレンタル事業等により、売上高3,740千円（前年同期比13.4％

増）、セグメント損失（営業損失）7,151千円（前年同期は78千円のセグメント利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産の残高は、11,834,900千円となり、前連結会計年度末に比べ2,296,587千

円増加いたしました。主な理由は、現金及び預金の増加403,221千円、受取手形・完成工事未収入金等の増加

706,596千円、未成工事支出金の減少89,261千円、販売用不動産の増加1,572,439千円、建物・構築物（純額）の

減少223,403千円、土地の減少193,819千円、建設仮勘定の増加88,931千円、のれんの減少22,077千円によるもの

であります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債の残高は、6,994,415千円となり、前連結会計年度末に比べ1,937,822千円

増加いたしました。主な理由は、工事未払金の増加226,207千円、短期借入金の増加535,335千円、未成工事受入

金の減少161,364千円、長期借入金の増加1,174,218千円によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、4,840,485千円となり、前連結会計年度末に比べ358,765千円増

加いたしました。主な理由は、資本金の増加60,886千円、資本剰余金の増加60,886千円、利益剰余金の増加

234,226千円、新株予約権の増加2,880千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年７月期の通期の業績予想につきましては、2023年４月14日付の当社「2023年７月期業績予想及び配当予

想の修正（増配）に関するお知らせ」において発表しました業績予想に変更はありません。

　なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績

は様々な要因により予想値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,659,264 3,062,485

受取手形・完成工事未収入金等 1,553,950 2,260,547

未成工事支出金 279,530 190,268

不動産事業等支出金 35,653 24,077

販売用不動産 3,555,539 5,127,979

貯蔵品 36 29

その他 79,876 97,886

貸倒引当金 △2,337 △447

流動資産合計 8,161,513 10,762,827

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 334,856 111,453

機械・運搬具（純額） 87,363 95,475

土地 608,922 415,103

建設仮勘定 － 88,931

有形固定資産合計 1,031,143 710,963

無形固定資産

のれん 66,938 44,861

その他 1,876 1,552

無形固定資産合計 68,814 46,413

投資その他の資産

長期貸付金 43,337 40,545

保険積立金 8,000 8,000

退職給付に係る資産 37,098 49,399

繰延税金資産 61,914 75,517

その他 135,282 149,012

貸倒引当金 △8,791 △7,778

投資その他の資産合計 276,840 314,695

固定資産合計 1,376,798 1,072,072

資産合計 9,538,312 11,834,900

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年４月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 561,507 787,714

短期借入金 322,359 857,695

未払金 20,239 21,059

未払法人税等 65,598 56,862

未成工事受入金 847,820 686,456

賞与引当金 72,308 89,742

役員賞与引当金 12,404 －

損害補償損失引当金 2,500 －

完成工事補償引当金 13,586 14,138

その他 166,938 330,689

流動負債合計 2,085,263 2,844,358

固定負債

長期借入金 2,919,792 4,094,011

役員退職慰労引当金 9,150 11,175

資産除去債務 － 13,766

繰延税金負債 1,989 －

その他 40,397 31,104

固定負債合計 2,971,329 4,150,056

負債合計 5,056,592 6,994,415

純資産の部

株主資本

資本金 2,779,466 2,840,352

資本剰余金 717,624 778,510

利益剰余金 960,424 1,194,650

自己株式 △54,073 △54,186

株主資本合計 4,403,442 4,759,327

新株予約権 78,277 81,157

純資産合計 4,481,719 4,840,485

負債純資産合計 9,538,312 11,834,900
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年４月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年４月30日)

売上高

完成工事高 2,564,938 3,171,540

不動産事業等売上高 1,008,953 939,329

通信関連売上高 247,183 265,910

その他の売上高 3,297 3,740

売上高合計 3,824,373 4,380,520

売上原価

完成工事原価 2,211,991 2,739,645

不動産事業等売上原価 819,027 692,319

通信関連原価 196,518 201,331

その他の売上原価 312 248

売上原価合計 3,227,849 3,633,544

売上総利益

完成工事総利益 352,947 431,894

不動産事業等総利益 189,925 247,009

通信関連総利益 50,664 64,579

その他の売上総利益 2,985 3,492

売上総利益合計 596,523 746,976

販売費及び一般管理費 364,586 386,441

営業利益 231,937 360,534

営業外収益

受取利息 936 549

為替差益 8,305 －

固定資産売却益 － 42,410

未払配当金除斥益 1,288 1,123

保険解約返戻金 10,778 －

その他 4,377 4,022

営業外収益合計 25,686 48,106

営業外費用

支払利息 20,264 22,048

貸倒引当金繰入額 300 －

その他 1,945 80

営業外費用合計 22,511 22,128

経常利益 235,112 386,512

特別利益

固定資産売却益 2,299 －

特別利益合計 2,299 －

特別損失

減損損失 － 14,502

特別損失合計 － 14,502

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年４月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年４月30日)

税金等調整前四半期純利益 237,412 372,009

法人税、住民税及び事業税 51,516 78,595

法人税等調整額 3,369 △15,592

法人税等合計 54,885 63,003

四半期純利益 182,527 309,006

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 182,527 309,006

四半期包括利益 182,527 309,006

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 182,527 309,006
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することとしております。

　なお、当該会計基準適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

　　　新型コロナウイルス感染症による影響については、工事の中断や遅延等による売上原価の増加などにより、「収

益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等における、履行義務の充足に係る進捗度の

測定の際の予想される工事原価の合計等に影響を及ぼす可能性があるものの、現時点では、その影響はありませ

ん。

　　　なお、今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況や収束時期等によっては、これらの見積り及び仮定に基づく

数値は実際の結果と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結

損益及び包

括利益計算

書計上額

(注)3

建設事業 不動産事業等 通信関連事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
2,564,938 1,008,953 247,183 3,821,075 3,297 3,824,373 － 3,824,373

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 11,167 － 11,167 － 11,167 △11,167 －

計 2,564,938 1,020,120 247,183 3,832,242 3,297 3,835,540 △11,167 3,824,373

セグメント利益 93,426 112,393 26,039 231,859 78 231,937 － 231,937

（セグメント情報等）

〔セグメント情報〕

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年８月１日　至　2022年４月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クローゼットレンタル事

業の売上等であります。

　　２．調整額は以下のとおりであります。

　　　　売上高の調整額△11,167千円は、セグメント間取引消去△11,167千円であります。

　　３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結

損益及び包

括利益計算

書計上額

(注)3

建設事業 不動産事業等 通信関連事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
3,171,540 939,329 265,910 4,376,780 3,740 4,380,520 － 4,380,520

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 18,460 － 18,460 － 18,460 △18,460 －

計 3,171,540 957,789 265,910 4,395,240 3,740 4,398,980 △18,460 4,380,520

セグメント利益

又は損失（△）
159,814 170,568 37,304 367,686 △7,151 360,534 － 360,534

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年４月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クローゼットレンタル事

業の売上等であります。

　　２．調整額は以下のとおりであります。

　　　　売上高の調整額△18,460千円は、セグメント間取引消去△18,460千円であります。

　　３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。
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報告セグメント その他

（注）１
合計

建設事業 不動産事業等 通信関連事業 計

官公庁

民間

2,397,091

167,847

－

445,535

－

247,183

2,397,091

860,566

－

－

2,397,091

860,556

顧客との契約から生じる収益 2,564,938 445,535 247,183 3,257,657 － 3,257,657

その他の収益（注）２ － 563,417 － 563,417 3,297 566,715

外部顧客への売上高 2,564,938 1,008,953 247,183 3,821,075 3,297 3,824,373

報告セグメント その他

（注）１
合計

建設事業 不動産事業等 通信関連事業 計

官公庁

民間

2,906,758

264,782

－

292,248

－

265,910

2,906,758

822,941

－

－

2,906,758

822,941

顧客との契約から生じる収益 3,171,540 292,248 265,910 3,729,699 － 3,729,699

その他の収益（注）２ － 647,080 － 647,080 3,740 650,821

外部顧客への売上高 3,171,540 939,329 265,910 4,376,780 3,740 4,380,520

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第３四半期連結累計期間（自　2021年８月１日　至　2022年４月30日）

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クローゼットレンタル

事業の売上等であります。

２．「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる賃貸

料収入であります。

　当第３四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年４月30日）

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クローゼットレンタル

事業の売上等であります。

２．「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる賃貸

料収入であります。
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